
千葉県文化芸術の振興に関する条例について（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県には多種多様な文化芸術が存在しており、それらは県民に、心の潤いや生きる喜びを与える
とともに、人々が世代や立場を超えて集まり、ともに生きる社会を築く礎となっています。この
ような文化芸術の重要性を鑑み、毎年のように失われていく文化芸術を将来世代へ継承していく
ことや、新たな文化芸術の創造・発信をすることが求められています。 

第一 背景 

 

（１）目的 
文化芸術に関する施策に関し、基本理念を定め、県の責務を明らかにするとともに、文化 

芸術に関する施策の基本となる事項を定めることにより、文化芸術に関する施策の総合的な
推進を図り、もって心豊かな県民生活及び活力ある地域社会の形成に寄与することを目的とする。 

 
（２）基本理念（抜粋） 
   文化芸術に関する施策の推進に当たっては、 
    ・文化芸術の礎である表現の自由の重要性を認識し、文化芸術活動を行う者の自主性、 

創造性や専門性が十分尊重されること。 
・文化芸術が県民共通の財産として育まれ、将来の世代に引き継がれるよう配慮すること。 
・文化芸術及びその魅力が、県内や国内外へ発信されるよう、文化芸術に係る交流の推進を図ること。 
・まちづくり、観光、国際交流、福祉、教育、産業その他の各関連分野における施策との
有機的な連携が図られるよう配慮すること。 

 
（３）県の責務 

国及び市町村との連携を図りつつ、文化芸術に関する施策を総合的に策定し、及び実施する。 
市町村が実施する文化芸術に関する施策について、情報提供、必要な助言その他の支援に努める。  

 
（４）文化芸術推進基本計画（抜粋） 

文化芸術に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、文化芸術に関する施策に関
する基本的な計画を定めること。 
計画を定めるに当たっては、あらかじめ、文化芸術団体等の意見を聴くとともに、その案を 

公表し、広く県民等の意見を求めること。 
 
（５）主な施策（抜粋） 
  ア 文化芸術に関する発信等 

県の文化芸術の県内外への周知を図るため、県の文化芸術に関し、事例の把握、情報
の収集、発信その他の必要な施策を講ずること。 
文化芸術に係る国内外の交流の推進を図るため、必要な施策を講ずること。 

イ 県民の鑑賞等の機会の充実 
広く県民が自主的に文化芸術を鑑賞し、これに参加し、又はこれを創造する機会の充

実を図るため、必要な施策を講ずること。 
  
   ウ 県民の文化芸術活動の充実 

年齢又は障害の有無にかかわらず、県民が行う文化芸術活動の充実を図るため、必要
な施策を講ずること。 

エ 教育における文化芸術活動の充実 
幼児期の教育、学校教育等における文化芸術活動の充実を図るため、体験学習等文化

芸術に関する教育の充実、芸術家等及び文化芸術団体による学校等における文化芸術
活動に対する協力への支援その他の必要な施策を講ずること。 

第二 概要 
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